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要旨 

 

2007 年 8 月 20 日に署名、国会の承認を経て、2008 年 7 月 1 日に発行された「経済上の連携に関

する日本国とインドネシア共和国との間の協定（英語訳：Agreement Between Japan and The 

Republic of Indonesia for an Economic Partnership 」（以下 EPA（Economic Partnership 

Agreement という）に基づき、2008 年は 208 名、2009 年は 361 名、2010 年は 116 名のインドネシア人

看護師・介護福祉士候補者が来日し、日本語研修を終了後、全国の病院・介護施設で就労を開始し

た。日本の病院や介護施設においては、政府間協定に基づいて外国人看護・介護職を雇用するのは

初めである。 

EPA では、一定の要件を満たすインドネシア人が「看護師候補者」あるいは「介護福祉士候補者」と

して来日し、一定の要件を満たす病院・施設において就労・研修し、（国家資格の取得後には看護

師・介護福祉士として継続して就労することが認められている。来日したインドネシア人看護師・介護

福祉士は「自分のキャリアをのばしたい」や「家族を経済的に支援したい」などの動機を持って日本で

就労できることを希望する。滞在期間以内（看護師候補者は上限 3 年、介護福祉士候補者は上限 4

年）に看護師国家試験・介護福祉士国家試験に合格しなければならない。国家試験に合格するまで

に、彼らは看護助手・介護助手として働くことになった。 

在日インドネシア人看護師・介護福祉士にとって、日本語という難関がある。母国語のインドネシア

と全く異なった語順、単語、敬語の存在、そして表記式は漢字を使うなど、日常生活でも難しい日本語

にも関わらず、数年間だけで、日本人でも必ずしも合格できるとは限らない国家試験という高いハード

ルを越えなければならない。 

なぜ日本政府はここまで日本語習得にこだわるのかという疑問を答えるためには、日本の歴史を学

ぶなかから、それは「同化」のためだというヒントが出てきた。この「同化のための日本語」という問題意

識こそが、この論文を通じて明らかにしたい点である。 

第 1 章では日本の国語教育の始まりとその日本語教育が日本の植民地であるアジア地域に広まる

経過を述べている。そこから見られたのは、日本は占領した国々の言語や文化や習慣などを無視して、

日本の領土になるのは、「日本」になると同じ意味でとらえて、日本との同化をさせようとしていた。アジ

ア地域のリーダーとして勤めたい日本は、とにかく自分の文化を広めて、アジア地域を統一させて、日

本の言いなりに従うように働きかけた。 

次の第2章では、筆者は日本の植民地の中でも、インドネシアにおける日本語教育について述べる。

ここで明らかになったのは、第 1 章で述べた日本の植民地でとられた「同化」の政策が、新しい占領地

であるインドネシアでもとられたのである。日本語教育と日本精神とは不可分のものであり、日本語を

通じて日本精神を体得し、日本の戦争に参加するよき兵士となること、あるいは日本の戦争の背後で

食料などを補給するよい農民、あるいは兵士や軍属を支えるよき日本婦人となることが、夢見られてい

たのである。別の言い方をすれば、日本語教育と日本への「同化」すなわち、心から、精神から日本人

になることは、不可分のものであった。 

第 3 章では、第 1 章と第 2 章を通じて明らかになった日本語教育の背景にある同化の思想の存在

が現在にも残っていることを論じている。まずは、インドネシア人にとって日本語がいかに難しい言語



2 
 

であるか、そして日本政府が EPA受け入れプログラムの参加者に求めた日本語能力の高さと来日イン

ドネシア人看護師・介護福祉士の日本語能力に大きなずれがあることを明らかにする。次は筆者が

行った、在日インドネシア人看護師・介護福祉士を対象にしたインタビューの結果を述べる。インタ

ビューから、彼らの来日した動機や長期的に日本で働く意思があるかどうかのことや日本語の勉強の

状況などが分かった。 

EPA 問題の核心は、外国人労働者に日本人と同等、その専門分野においては通常の日本人以上

の日本語能力を求めるという日本政府、日本社会の姿勢であると筆者は考える。そして、それはこれま

で述べてきた歴史的な日本語教育の問題と密接に関連していると考えるのである。 

終章では第 1章から第 3章で明らかになったことを踏まえて、「同化」ではない外国人のための日本

語の未来について、筆者の考察や意見述べる。 
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付録 

 

インタビュー質問リスト： 

1． Apa motivasi anda untuk datang ke Jepang?  

(来日した動機はなんですか。) 

2． Seandainya anda lulus ujian negara, berapa lama anda bermaksud tinggal di Jepang? 

(国家試験に合格できれば、どれぐらい日本で働くつもりですか。) 

3． Selama tinggal di Jepang, hal apa yang anda rasakan positif dari negara ini? 

(日本で生活して、いいと思うことは何ですか。) 

4． Selama tinggal di Jepang, apa saja kesulitan yang anda alami? 

(日本で生活して、大変だと思うことは何ですか。) 

5． Berapa lama rata-rata anda belajar setiap hari? 

(毎日平均どれくらい勉強していますか。) 

6． Selain waktu yang sudah ditetapkan, kapan dan bagaimana cara anda belajar? 

(そのほかの勉強時間は儲けますか？どんな方法を使って勉強していますか) 

7． Cukupkah waktu belajar yang anda punya sekarang ini? Apa alasannya? 

(現在の勉強時間は足りていますか？理由を教えてください) 

 


